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椅子にこだわる
 児島医師会理事　行　廣　成　史

会員の声

　皆さんは普段使う椅子に対してどのくらいこだわりが在るだろうか。椅子に座るという
生活様式が当たり前になっている現代社会において、人生の１/３程度は座って過ごして
いるかもしれない。特に医師という職業の場合、診察中は座りっぱなしになる事が多い。
気に入った椅子を見つけることは、より良い仕事、ひいては人生において、相当重要な事
ではないかと思う。
　ひとくくりに椅子と言っても、デザイン、素材、機能、座り心地、値段など千差万別だ。
使用目的や価値観によっても選ぶ基準は違う。ただ基本的には、使いやすく、飽きのこな
い美しさを備え、ものと価格のバランスのとれている事が良品の条件だと思う。素敵な椅
子には、居心地の良い空間を作り、人を幸せな気持ちにする力がある。暮らしの中でなじ
みの深い、きわめて実用的な道具だが、その世界はとても奥深い。
　個人的には、北欧系特にデンマークの椅子に好みのものが多い。共通するのは、素材を
生かしたモダンでシンプルなデザインで、佇まいが美しいこと。チークやオーク等の木製
は、時間と共に味わいが出てくるのが良い。デンマークには、ハンス・ウェグナー、アルネ・
ヤコブセン、ポール・ケアホルム、フィン・ユールなどの著名な家具作家がおり、品質も
良く時を超えて使える名品が多い。古い日本家屋にも違和感なく馴染む。
　フィン・ユールの作品にチーフテンチェアという椅子がある。とある温泉宿で出会い、
当時製作が途絶えていたが（現在は復刻）、探して運良く手に入れた。以来この椅子は、
私の一番のお気に入りとなり、リビングの特等席に収まっている。有機的かつ彫刻的なフォ
ルムが特徴のひときわ存在感を放つ椅子だ。
　我が家には他にも何点かお気に入りの椅子がある。ゆったり寛ぐことで英気が養われる。
家族からこれ以上椅子はいらないと言われながら、新たな出会いに期待している。
　診察用に使っているアーロンチェアも大のお気に入りだ。人間工学に基づいた機能とデ
ザインが特徴で、背面と座面のメッシュ素材が上手く身体を受け止めてくれ、とにかく長
時間座っても疲れない。腰痛の在る方には特にお勧めする。先日20年近く経ったものを修
理及びオーバーホールに出した。修理のシステムが整っており、不具合がでても使い続け
られる事は有り難い。
　今年で開業100周年を迎えた当院では、患者さんのために北欧製品を中心に出来るだけ
良質な椅子を置き、温かみのある雰囲気にしている。患者さんにも概ね好評だ。
　最近の日本では、家具の分野でも超低価格の商品が主流になっている。しかし個人的に
は、安いものを次々買い換えるよりは、少々値が張っても気に入ったものを愛着を持って
長く使いたいと思う。価値観は人それぞれだが、皆さんの今後の椅子選びに少しでもご参
考になれば有り難い。
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新見市の包括ケアシステムの今

� 新見医師会会長（地域包括ケア担当）　太田　隆正

　新見市の地域包括ケアシステムへの取り組みは、新見医師会が平成24年度厚労省の
モデル事業「在宅医療連携拠点事業」を受託することから始まり、25年度末にはいち
早く事業実施主体を新見市（医療担当課）に移し、平成27年度からは介護保険の地域支
援事業に位置付けられたことから、担当課は介護保険課（地域包括支援センター）と
なっています。現在も、新見市から新見医師会が在宅医療・介護支援センター事業の
一部委託を受け、介護支援専門員１名を配置し、年３回以上の多職種連携会議等を行っ
ています。
　多職種連携会議も５年目となり参加者も活発に楽
しく笑顔でグループワークができるようになってい
ます。
　先月は、副会長の吉田先生に講師を務めていただ
いて、地域包括ケア担当の迫田先生や病院、診療所
の会員も参加し、参加者と仲良くグループワークを
していただいています。今後も参加してくださる会
員がさらに増えることを期待しています。
　行政が主導していく地域包括ケアシステム構築へ、医師会は必要な助言や協力をし
ていく。このスタンスでこれまで進めてきて、医療・介護従事者に対しては、一定の
成果があったと感じています。
　話は変わりますが、新見地域は広い地域に少ない住民が暮らしており、対面でのサー
ビス等が望ましいことはわかっていても、限られたマンパワーでサービスの質を落と
さないようにするために、やむを得ずICTの活用も一つの方法として早くから取り組
みを行っています。県全体で取り組まれている「晴れやかネット」やその拡張機能の
地域連携サーバー「ケアキャビネット」も利用が進んでいると聞いていますが、新見
地域では訪問看護師を支援するための遠隔医療、退院調整会議等を充実するためのテ
レビ会議や、多職種の情報共有を効率的に行う独自開発のクラウド型情報共有ツール
「Ｚ連携」に取り組んでいます。
　「Ｚ連携」は、地域の病院、診療所、薬局、介護施設の半数以上に参加していただ
いており、今後も利用の拡大に向けて行政の理解と協力を得ながら進めていきたいと
考えています。
　地域包括ケアシステムは、医療・介護従事者のみならず市民に理解していただく必
要がありますが、市民への啓発は、事業主体の行政が受け持ってくれています。また、
小地域ケア会議は社協が行政と共に取り組んでいます。どちらも大変なようです。
　これら地域包括ケアシステムに関わる保健所・市（医療・介護・健康づくり・情報
管理の担当課長）、社協、公立大学、医療・介護関係者が、原則毎月最終火曜日の夜
定例開催し、意見交換ができる「新見地域在宅医療支援システム研究会」が他地域に
は無い取り組みと思っています。この研究会の活動内容に興味のある方は、新見医師
会のHPの下段の研究会のバナーをクリックしてみてください。
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